
背景・目的
市内農協が新規作物として検討している‘シャインマスカット’について，昨年

度は越冬時の凍害により発芽不良が散見されたことから，越冬の可能性を再確認

するとともに，植栽 3年目の栽培管理について検証しました。

結果

結果の活かし方
・越冬期間中に樹の防寒対策を施すことで，翌春の発芽率の向上が期待できます。

・各作業の遅れが果実品質に影響を与えるため，計画的な作業の実施が必要です。

令和 5年度
旭川市農業センター
試験成績（概要）

シャインマスカットの栽培法試験

防寒対策

枝下ろし ムシロで全体を被覆 人為的に雪を被せる

JA あさひかわ農産物直売所
｢あさがお(神楽店)｣にて展示

株元や湾曲部は折損防止のため土嚢設置 早期に積雪下にして寒さから守る地面に寝かせるように樹を誘引ポイン
ト！
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ムシロによる被覆等の防寒対
策により発芽率は 13%から
75％に向上

発芽期：5/20 前後

①ストレプトマイシン液剤処理
②ジベレリン処理(2回)
(1)ジベレリン溶液＋フルメット液剤
(2)ジベレリン溶液のみ
実施日：①6/15 ②6/22～

・花穂の先端部分を 3.5cm
残す
・結果枝1本に対し花穂1個
に調整
実施日：6/19

結実1年目のため，樹への負
担を考慮し，摘房により着房
数を1樹当たり5房以下に制
限
実施日：7/10

40 粒を目安として各支梗の
粒数をおおむね上段 4 粒，
中段 2 粒，下段 2 粒になる
ように摘粒
実施日：7/11～20

・病虫害対策や外観の品質
保護が目的
・収穫時期の後退を避けるた
め白色の袋を使用
実施日：8/30

＜収穫物の品質＞
◆果房重:440g(最大 712g)
◆果粒数:40粒
◆果粒重:12g(最大 15g)
◆糖 度:18 Brix%

収穫日：10/6～19


